




































                                                   
1 神田すみれ、金 千佳は本講座講師。 
ミ ョ  


































































































































4 当日の受講生 8名の 5段階評価を合計し平均すると、「3.125」であった。 
5 当日の受講生 8名の 5段階評価を合計し平均すると、「4.25」であった。 




















































































































である。講座開講期間中（夏休み除く）では、「週 2時間未満」は 0名、「週 2～4時間未満」が
7名、「週 4時間以上」は 5名であった。夏休み期間中においては、「週 2時間未満」が 2名、
「週 2～4時間未満」が 9名、「週 4時間以上」が 1名だった。 
また、講座開始から最終日までの期間を通じて、「聴く」「話す」を重視した自主的学習をし
たか、という問いに対しては、「あまりやっていない（月に 0～2 回程度）」は 0 名、「ある程度コ
ンスタントに（月に 3～4回程度）」は 2名、「かなり意識して（少なくとも週に 1回）」が 8名であ
った。1 回の練習あたりで自分が発話する時間（聴いている時間は除く）については、「5 分未
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12 各種公費負担医療制度、外国人や非正規滞在者への適用可否等については、下記に詳しい。 
福島移住女性支援ネットワーク, 2016,『外国人の医療・福祉・社会保障相談ハンドブック』 





































                                                   
12 各種公費負担医療制度、外国人や非正規滞在者への適用可否等については、下記に詳しい。 
福島移住女性支援ネットワーク, 2016,『外国人の医療・福祉・社会保障相談ハンドブック』 


























































                                                   



































                                                   































その言葉の意味を基に 2 番煎じ、3 番煎じ
の訳をすること。また、個人対個人の逐次通
訳では、重要語で知ったかぶりをせず、誠
                                                   







































































































































                                                   




































                                                   







































① 相談者に名前、電話番号を教えてほしいと言われた。  
② 相談者に「通訳はいらない」と言われた。  
③ 派遣されて出向いたところ、相談者が自分の対応言語を理解しないことが判明。  
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そこで、今後は、ひき続き、4 つの柱を基本とする 2 年間を見通した授業計画を立てるとと
もに、それぞれの枠組みの中で行われる授業の 1 年目と 2 年目の教授内容のつながりにも
意識をはらう必要がある。そして、受講生には、基礎知識講座の 4 つの柱を明確に打ち出し
た上で、本学の医療講座の基礎知識講座として何を身に着けてもらいたいと考えているのか、
この基礎知識講座が医療現場において言語によるサポートを目指す人々にとって何を意味
するのかを丁寧に説明しながら基礎知識講座を運営することが求められよう。 
（王阪香津美） 
 
おわりに：平成 30年度講座にむけて 
平成 29 年度講座における重要な成果としては、「中級レベルの医療ポルトガル語」のテキ
ストを作成したことがあげられる。また、両言語とも講座最終日に受講者たちと「ふりかえり」を
行う機会を作り、テキストや授業方法などについて様々な感想、要望を聞くことができた。こう
した声も参考にしながら、平成 30 年度はスペイン語中級レベル教材の充実および今年度作
成したポルトガル語教材の改良に取り組みたい。その際、より臨床的な検証も必要になるで
あろう。 
基礎知識講座については、本稿でも指摘している「4 つの柱」をあらためて確認し、その重
要性を受講者たちにも明確に理解してもらう必要があるだろう。 
医療現場における外国語コミュニケーション支援の重要性は年々高まっている。あいち医
療通訳システム（AiMIS）推進協議会（事務局：愛知県多文化共生推進室）によれば、同シス
テムに対する県内病院からの通訳依頼件数（通訳派遣、電話通訳、文書翻訳）は、年間
2000件に迫る勢いであり、ポルトガル語が全体の約４割、スペイン語が 2割弱を占めている。
医療通訳者には高度な語学力以外に、医療制度の知識、臨床経験、倫理感、自己管理能
力など多くのことが求められ、その養成には相当な時間、経験が必要である。本講座は「医療
分野での外国語コミュニケーション支援者を育てる」ことを目標としており、それは医療通訳者
養成のレベルではないが、それを目指すことができる十分な基礎力を修得できるよう、今後も
一層の質的向上を図っていきたい。 
（小池康弘） 
